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水道事業 

(経営戦略)令和６年度の予算及び事業の概要 

 

令和６年度予算の概要 

 

１．収益的収支                        （単位：千円 税抜き） 

項 目 令和５年度(A) 令和６年度(B) 比較(B－A) 増減率 

収 益 4,589,709 千円 4,677,231 千円 87,522 千円 101.9％ 

費 用 4,544,722 千円 4,522,394 千円 △22,328 千円 99.5％ 

純 利 益 44,987 千円 154,837 千円 109,850 千円 344.1％ 

 

２．資本的収支                        （単位：千円 税込み） 

項 目 令和５年度(A) 令和６年度(B) 比較(B－A) 増減率 

収 入 1,341,651 千円 1,221,352 千円 △120,299 千円 91.0％ 

支 出 3,266,946 千円 2,826,120 千円 △440,826 千円 86.5％ 

収 支 差 引 △1,925,295 千円 △1,604,768 千円 △320,527 千円 116.6％ 

 

 

計画の推進【経営指標】 
  

表 経営指標 
 

指標名 算定方法 
望ましい 

方向 

見込 
目標値 経営戦略 

前期 中期 後期 

R5 R6 R5 R6 R8 R12 

有収率 
 有収水量  

↗ 90.7% 90.8% 89.2% ⇒ 89.5% 90.0% 
 配水量  

経常収支比率 
 経常収益  

↗ 104.9% 105.3% 104.6% 105.3% 102.1% 100.0% 
 経常費用  

企業債残高対 

給水収益比率 

 企業債残高  
↘ 186.6% 183.1% 288.0% 299.0% 316.1% 353.5% 

 給水収益  

企業債残高 

（億円） 

 年度末時点 

残高 

 
↘ 79.4 

億円 

78.2 

億円 

117.6 

億円 

121.1 

億円 

126.1 

億円 

137.3 

億円 

  

資料③ 

経営戦略の数値は前期の数値の数値を仮置きしています。 
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令和５年度予算と令和６年度予算の比較について 

令和５年度予算と比較して令和６年度予算における収益・費用が主に増減したものは  
以下の通りです。 

◇収 益◇ 

・水道料金 36,427 千円の増（新型コロナ 5類移行による各種規制の緩和に伴い企業利用

分の増加を見込むもの） 

・負担金 52,000 千円の増 （県事業であるＪＲ久大本線既設管廃止工事に伴うもの） 

◆費 用◆ 

・退職給付引当金 80,000 千円の増（職員の定年制度変更によるもの） 

・動力費 25,000 千円の減（燃料費調整額の影響により電気代の見直しによるもの） 
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令和６年度の主な取組事業（水道事業） 

 

 

 

 

取組み：水源の涵養、水源の保全及び啓発 

 

水源である筑後川の環境保全       

久留米市で使われている水道水の大部分は、 

筑後川の水を利用しています。水道原水として 

取り入れている取水口の上流にある大谷川にお 

いて、地域住民と協働で年２回清掃活動を実施 

します。 

 また、筑後川の水源涵養（かんよう）の取り 

組みの一環として、上流域の日田市と連携を図 

り、市民参加型の植林活動など実施します。 

※水源涵養とは森林が水資源を蓄え、育み、守っ 

 ている働きのことです。 

 

 

 

 

取組み：鉛製給水管の更新 

 

鉛製給水管の更新          ３３，４００千円 

鉛製給水管はサビが発生しにくく加工が容 

易であるため、昭和 63年度まで給水管及び 

メーター周辺部に使用していました。 

しかし平成 5 年以降、漏水が多いことや人体への

健康配慮の面から国は鉛濃度に関する水質基準を

順次引き上げ、出来るだけ早期に鉛製給水管をゼロ

にする施策目標を掲げました。 

 久留米市においても、令和１２年度完了を 

目標に計画的に更新を進めています。 

・令和６年度更新：1,200 箇所 

【安全】水源環境の保全 

【安全】給水装置の安全性強化 
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取組み：構造物・設備の計画的な更新 

 

施設の長期的・安定的使用のため、アセットマネジメントに基づき計画的な更新を

実施しています。 

主な工事等 

・太郎原取水場 取水ポンプ整備    １１，５５０千円 

・放光寺浄水場 ２系沈殿池排泥弁整備 １１，１６８千円 

・放光寺浄水場 水質モニター整備   ２１，４０５千円 

・放光寺浄水場 排水処理濃縮装置整備 １４，４０３千円 

・放光寺浄水場 排水加圧脱水機整備  ５３，６８０千円 
 

 

 

 

取組み：災害に強い管路への更新 

 

南部配水本管耐震化        ２４１，０００千円 

南部配水本管の経過年数は 60 年以上に達しており、また、耐震性能が不足してい

る状況であるため、計画的に耐震化を進めています。 

平成 25 年度までに南部配水本管の一部（4.5km/6.5km、69.2%）の耐震化が完

了し、令和４～６年度にかけて残りの部分（2.0km/6.5km）の耐震化を実施しま

す。 

・令和６年度工事延長：436m  

・令和６年度南部配水本管整備進捗率見込：100%（令和 7 年度に切替工事予定）  

（令和６年度基幹管路耐震適合率：52.6％） 

 

 

 

【強靭】老朽化対策の推進 

【強靭】防災・減災対策の推進 
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ビニル製配水管の更新       ３５３，０００千円 

ビニル製配水管は、施工性や経済性に優れていた 

ことから、平成 11年度まで長年に渡り布設してき 

ました。 

しかし老朽化が進み、破損に伴う漏水が増えてお 

り、年間の漏水件数の約７割を占めています。 

そのため被害が甚大になりやすいφ75～φ150 

mm を優先的に、耐震性能を有するダクタイル鋳鉄 

管へ更新します。 

 

・令和６年度 

ビニル製配水管更新工事：3,232m 

・令和６年度末更新率見込：23.3％ 

 

 

 

 

取組み： 浄水施設等の耐震化・更新 

 

放光寺浄水場南側法面対策工事  ２００，０００千円 

放光寺浄水場の南側法面は、昭和５７～

６０年の浄水場改築事業により直高５０ｍ

を超える大規模切土斜面となりました。 

また、切土施工時には斜面を横切る断面

破砕帯も確認され、危険度の高い斜面とな

っていたため、法面の安全管理を目的とし

て継続的に観測調査を実施してきました。 

現状は、平成２４年度に法面の滑りを抑

制する法面補強（アンカー工）工事を実施

し、補強効果を含めて継続調査および臨時

調査を実施しているところです。 

しかし近年の気候変動による大雨の影響により、看過できないズレの兆候を確認し

たため、法面の対策工事を 2 か年で行います。 

 

 

ビニル製配水管の漏水状況 

【強靭】防災・減災対策の推進 



 

 6               資料③ 

 

 

 

 

 

 

取組み：漏水防止対策の推進 

人工衛星を活用した管路漏水リスク評価  ８，０００千円 

近年、全国的に広がりつつある人工衛星画像を利用した 

新技術による調査を採用し、漏水調査業務の効率化、漏水 

箇所の早期発見による事故防止、有収率の向上等を図るこ 

とを目的として行います。 

人工衛星から取得する環境要因のデータ群（地表面温度 

、光学画像、気象データ等）とオープンデータ（土壌や地 

形）、水道管路データ（材質、使用年数、漏水履歴等）を 

組み合わせてＡＩで解析し、管路の漏水リスクを評価を段階的に予測します。 

漏水リスクが高い区域の予測ができるため、調査区域の絞り込みによる漏水調査の 

効率化が期待できます。 

 

・令和６年度調査（リスク評価）延長：約１，４００km 

 

 

取組み：漏水防止対策の推進 

 

現地漏水調査の実施    ２，２００千円 

人工衛星を活用した管路の漏水リスクの評価 

結果に基づいて、漏水リスクの高いエリアの現 

地漏水調査を実施します。 

この調査で地下漏水を早期発見し、修繕する 

ことで、道路陥没等の二次災害の防止や、水道 

水の安定供給と有収率の向上を図ります。 

 

・令和６年度調査（現地調査）延長：４２km 

（直営調査：８ｋｍ 委託調査：３４ｋｍ） 

 

 

 

【持続】水道事業の基盤強化及び広域化 

漏水調査の実施状況 
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取組み： アセットマネジメントによるライフサイクルコストの低減 

 

水道施設最適化基本構想(仮称)の策定 ２４，０００千円 

令和元年度から 2 年度にかけてアセットマネジメントを実施し、水道施設の老朽化状況

等を把握するとともに、財政収支の将来推計を経営戦略に反映させています。 

現在、水道施設の基幹となる放光寺浄水場は供用開始から 50年以上が経過しており、今

後、老朽化による大規模な改築・更新が必要です。また、人口減少や節水器具の普及等から

水需要の更なる減少も見込まれており、施設のダウンサイジング等を考慮した施設の最適

化の検討が必要な状況です。 

そのため、令和 6年度から令和 8 年度の3 か年で水道施設最適化基本構想（仮称）を策

定します。その際には「福岡県水道広域化推進プラン」の内容も考慮し、水道事業の基盤強

化について検討します。 

 

 

取組み：経営効率化の推進 

 

インターネットを利用した口座振替申込の導入 ８５０千円 

自治体ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）推進の取組みの一つとして、「Ｗ

ＥＢによる口座振替受付サービス」を開始します。 

現在の口座振替の開始手続きは、お客様本人から署名・捺印をいただいた申込用紙を、

企業局や銀行窓口で受付し、金融機関と内容確認を行って完了するため、煩雑でありお客

様にもしばらく待っていただく時間が発生しています。 

本サービスを開始することによって、口座振替手続きがＷＥＢ上で完結するため、お客

様の利便性が向上するとともに、事務の正確性向上及び効率化も実現します。 


